
近年、商品開発やマーケティング戦略に様々なデータを取り込んで活用する企業が増えるなか、
「情報銀行」と呼ばれる新しいサービスへの関心が高まっています。情報銀行とは、①個人とのデー
タ活用に関する契約書等に基づき個人のデータを管理するとともに、②個人の指示又は予め指定した
条件に基づき個人に代わり妥当性を判断（または、提供の可否について個別に個人の確認を得る場合
もある。）の上、データを第三者（他の事業者）に提供する事業です（図表１）。個人から見ると、情報銀
行を通して、販促のために情報を集めている小売店などに自身の属性や行動データを提供して、その
対価としてポイントやクーポンなどのサービスを受け取れるというものです。個人が自らデータ提供
先を個別に探すのはとても手間がかかりますが、情報銀行を利用することによって、本人の意向に
沿った個人データの運用が可能となるほか、企業にとっても効率的に個人データを収集し、利活用す
ることが可能となります。
情報銀行に関心が高まる背景には、IoTや人工知能（AI）の進展に伴い、利用価値が高い個人に関す

るデータの流通・利活用から新たな価値が生まれ、国民生活の利便性向上につながるとの期待があり
ます。こうしたなか、2016年12月、「官民データ活用基本法」が施行し、政府後押しのもと、官民協
力によるデータ流通・利活用の検討が進められてきました。2018年12月には、一般社団法人日本IT
団体連盟が「情報銀行」認定の受付を開始し、第１弾として、2019年６月に２社の事業の認定を決定
したほか、情報通信企業や金融機関など複数の企業が参入を公表しています（図表２）。もっとも、認
定は任意のものであり、認定を得なくとも情報銀行の事業を行うことは可能ですが、認定を得ること
によって個人や企業からの信用が得られ易くなるとみられます。情報銀行の本格始動に伴い、情報銀
行業務に起因して発生するリスクを補償する「情報銀行保険」や、情報銀行業務に必要な機能を備え
た「システムプラットフォーム」（基盤）の提供といった周辺事業の動きも活発化するなど、今後、情
報銀行ビジネスが加速するものとみられます。
公正取引委員会のアンケート調査※１によると、「自身の個人情報や利用データが経済的な価値を持っ

ていると思う」と答えた人の割合が66.1％にのぼる一方、75.8％の人が、個人情報や利用データの収
集、利用、管理等について「懸念がある」と答えています。情報銀行が事業として定着するには、個
人データを安定して集めることが必要です。そのためには、情報銀行はデータを預ける個人からの信
頼を得ることが不可欠で、個人に代わって行うデータ管理の安全性確保はいうまでもなく、情報の第
三者提供先が安全かどうかを審査する能力も必要とされます。こうした不安の払拭に加えて、個人か
らの情報提供への対価として、より魅力的なサービスを打ち出すなど、データの提供を促す取組も重
要となります。

三十三総研 調査部 主任研究員　中田 丈仁
※１　デジタル・プラットフォーマーの取引慣行等に関する実態調査について（中間報告）（平成31年４月17日）

図表２ 情報銀行事業の一例図表１ 情報銀行のイメージ

（資料）「AI、IoT時代における活用ワーキンググループ 中間とりまとめの概要」（内閣
官房IT総合戦略室）をもとに三十三総研作成

（ 注 ）PDS（Personal Data Store）とは、他社保有データの集約を含め、個人が自ら
の意思で自らのデータを蓄積・管理するための仕組み（システム）であって、第
三者への提供に係る制御機能（移管を含む）を有するもの。

（資料）各社HPをもとに三十三総研作成
（ 注 ）P認定とは、「情報銀行」サービス開始に先立ち、計画、運営・実行体制が認定

基準に適合しているサービスであることを認定するもの。
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スカパー！情報銀行の共同研究・実証実験を開始（2019.7）

情報銀行プラットフォームの実証実験を開始（2019.2）
2019年度中にプラットフォームの実運用を目指す

愛知県豊田市で地域型情報銀行の実証事業を開始
（2018.12）

マイデータ・バンク「MEY（ミー）」のサービス開始（2018.11）
「ヘルスケア型情報銀行」の実証実験を開始（2019.12）

情報銀行プラットフォーム「Dprime」の実証実験を開始（2018.8）
2020年４月 モバイルアプリケーションの提供開始予定
2020年10月 データ利用企業へデータ提供開始予定

「『データ信託』サービス」（仮称）が日本IT団体連盟より情報銀
行認定（P認定）（2019.6）

「地域振興プラットフォーム」（仮称）が日本IT団体連盟より情
報銀行認定（P認定）（2019.6）
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食物栄養学専攻　杉野 香江
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骨粗鬆症とは、骨が脆くスカスカになり、骨
折しやすくなった状態をいいます。特に高齢者
の骨折は、体を動かさない間に筋肉が衰え寝た
きりにつながるリスクが高まることから、骨粗
鬆症の予防は生涯健康な生活をおくる上で大変
重要です。骨量は幼少期から骨格の成長ととも
に20歳前後まで増加し続け、成人期で最大骨量
となり、中高年期にはしだいに減少していきま
す。特に女性は閉経を迎えることで女性ホルモ
ンが減少し、それに伴い骨量も急激に低下する
ことから、骨粗鬆症患者の約９割は女性が占め
ています。このように、骨量は生涯を通して変
化していることから、成長期にはより最大骨量
を高めること、また中高年期以降には、減少す
る骨量を最小限にすることが重要となります。
骨は古くなると壊され、新しい骨が作られま

す。骨は常に生まれ変わっており、１年に約
40％が入れ代わると言われています。そのとき
に骨をつくる材料が不足していると骨粗鬆症に
なってしまいます。骨を作る材料で最も重要な
栄養素はカルシウムです。骨粗鬆症予防のため
には１日700～800㎎のカルシウム摂取が推奨
されていますが、平成29年国民健康栄養調査に
よると20歳以上の平均カルシウム摂取量は509
㎎であり、日本人にとって不足しやすい栄養素
の１つであるといえます。カルシウムを多く含
む代表的な食材は牛乳や乳製品です。牛乳は
コップ１杯（200㎖）で約220㎎のカルシウムが
摂取でき、他の食材と比べてカルシウムの吸収
率が良いのです。牛乳の脂肪分が気になる方は、
スキムミルクの利用がおすすめです。スキムミ
ルクは牛乳の脂肪分と水分を取り除き、粉末に

したもので、長期保存も可能です。スーパーマー
ケットなどで手に入ります。カフェオレやミル
クティーなどの飲み物としてだけでなく、ハン
バーグやシチューなどの料理に加えることもで
きます。また、お味噌汁とも相性が良く、コク
が出ておいしく召し上がっていただけます。他
にも骨ごと食べられる小魚、小松菜やチンゲン
菜などの野菜、わかめやヒジキなどの海藻類、大
豆や大豆製品にもカルシウムは含まれています。
毎日３度の食事の中で積極的にとりましょう。
骨を強くするためには、カルシウムだけでな

く、ビタミンDやビタミンKも重要な役割を果た
しています。ビタミンDは腸でのカルシウムの
吸収を高める働きがあり、鮭などの魚類に多く
含まれています。ビタミンDは日光を浴びるこ
とで私たちの皮膚でも作ることができますが、
日照時間が短く、肌の露出も少ない冬は皮膚で
の合成量が低下するため、特に今の時期は食事
から十分に摂ることが大切です。またビタミン
Kは骨の形成に働き、納豆や青菜類に多く含ま
れています。
摂りすぎに注意したい食品として、加工食品

などに含まれるリンは過剰に摂取するとカルシ
ウムの吸収を妨ぎます。また食塩やカフェイン
の摂りすぎは、尿へのカルシウム排泄を促す作
用があります。骨粗鬆症予防の食事では、カル
シウム、ビタミンD、ビタミンKをはじめとした
さまざまな栄養素をバランスよく摂取すること
が基本であり、特に避けるべき食品はないもの
の、リン、食塩、カフェインなどの摂りすぎに
は注意することが大切です。
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